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I. はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

現在，コンピュータは仕事や生活で欠かせないもの

となっている．ひとりに少なくとも一台のコンピュータ

が必要となり，しかも他人は使わない個人使用のケ

ースが多い．このような世の中で，個人のコンピュー

タが人の感情 8),15),25),27),28)や気持ちを察し，あるいは

人の顔の表情などから感情を読み取ることができれ

ば色 3,4)・配色 9)・照明などを使って体調や感情のコン

トロールができる． 

感性を理解するコンピュータとは，音楽を聴いて

“ここちよい”とか，絵画を観て“美しい”と感じるなど

の人間特有の感情あるいは感性を情報処理するこ

とのできるコンピュータのことである．従来の情報科

学では論理的な情報だけを扱ってきたが，近年，より

人間らしい情報処理を行うにはどのようにすればよ

いかを探るために，人間の感性情報処理に注目が

集まっている． 

ここでは，感性とは何か，感性という言葉の定義，

感性研究の今後，感性情報処理と主観情報処理に

ついて紹介し，感性を理解するコンピュータを考えて

いく上で何が必要なのかを私たちの研究を通して論

じる． 

 
II. 感性とは何か 

（長町，1997） 
感性とは新版心理学事典（平凡社）をみると， 

• 感覚，感覚器官 sense. 
• 感覚 sensation. 
• 感受性，敏感性 sensitivity. 
• 感覚系 sensory system. 
と記述されており，学問的には感性という用語はな

い．  
 
広辞苑第2版（岩波書店）で感性を引くと， 
感性＝外界の刺激に応じて感覚・知覚を生じる感覚

器官の感受性 (sensibility) 

＝感覚によってよび起こされそれによって支配され

る体験と定義されている．前者は感覚の程度，つま

り感受性を指しており，感覚にともなう感情を述べて

いるので，我々が考えている感性に少し近いといえ

る． 
 

III. 感性という言葉の定義 
（原田，2002） 

感性とは次のような類似した言葉を包括的に含んだ

我が国の独特の言葉である．感覚（sensation）は外部

環境から情報（刺激）を受容する役割を担い，これに

より生じる過程を含めて用いられる．感受性

（sensitivity）は一般に刺激の強さの閾値，刺激に対

する反応時間，刺激に対する正解率によって測定さ

れる．また，感情（aesthetic sense），感動（affection）, 
更には気持ち（feeling）などの言葉群である． 

 

1)主観性で説明不可能なはたらき 感性とは，外界

からの刺激に対する表象であり，主観的であり，論

理的に説明しにくい生成プロセスである（情報科学

分野）． 
2)先天的な性質に加えて知識や経験の認知的表現 

感性とは知識や経験に基づいて後天的に学習され

る認知的な表現能力のことである（デザイン学分

野）． 
３)直感と知的活動の相互作用 感性とは，直感的な

創造と知的活動としての記述の相互作用を行う心の

はたらきである（言語学・デザイン学・情報科学分

野）． 
４)特徴に直感的に反応し評価する能力 感性とは，

美や快などの価値に対して直感的に反応し評価する

能力である（芸術学・造形学・ロボット工学分野）． 
５)イメージを創造する心のはたらき 感性とは，生

成されたイメージを情報として再生産し，創造する心

の働きである（感性情報処理分野）． 
 

IV. 感性研究の今後 
（長沢，1997） 
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情報科学的に扱うことのできるのは，浅い感性（知性

と感性がオーバーラップした領域）に限定していると

考えるべきであり，深い感性（真の感性）はまだ対象

にはならない．したがって，感性情報処理の目的も，

人間の感性を解き明かすことが目的ではなく，よりヒ

ューマンなインタフェースを実現するために人間と同

じ応答をするモデルを構築すること，いわば｢なぞり

感性｣を実現することに限定するものである． 
すなわち，｢知能｣が何かはよく分からなくても｢知

能｣ のもつ情報である｢知識｣はある程度測定できる

し，役立つように，｢感性｣ が何かは難しくても｢感

性｣ のもつ情報である｢感性情報｣はある程度測定

できるし有用である． 
今後は，イメージ理解と感性情報が対になった場

合の関連性や，たどえば，画像と音楽，表情と言語

など，互いに異なるメディアを通して入力される感性

情報の融合も重要な課題である．さらに，感性情報

処理の研究により人間の感性に関する仮説を検証し，

それから感性科学が創られていくことが期待される． 
 

V. 主観情報と他の情報との関係 
（吉川，1998） 

１）主観情報と客観情報 各個人の主観情報の共通

部分集合が客観情報に相当する．高さの表現を例と

すると，｢非常に高い｣のような程度副詞を用いた表

現が主観情報に相当し，程度副詞の表す程度の個

人差の影響を受けることになる．それを回避するた

めに導入されたのが単位であり，客観情報に相当す

る． 
 
２）主観情報と感性情報 感性情報の定義は統一さ

れていないのが現状であるが，ここでは感情や情緒

に基づいて処理された情報，感性を含む情報と定義

する．これに従えば，感性情報は主観情報の部分集

合に相当する．例えば，‘美しさ’の程度は感性情報

でも主観情報でもあるが，‘高さ’の印象の程度は主

観情報とは言えるが感性情報とは言い難い．感性を

感覚から心理までの人間の情報処理プロセスと見る

と，感性情報は主観情報により近いものとなる．この

場合両者の差異は個人差への重視度の違いにな

る． 
 

VI. 絵で会話できる光ソフトコンピュータ  
（玉野，1997） 

｢絵｣による情報処理の特徴と応用： ｢百聞は一見に

如かず｣と言われるように，物事を相手に説明すると

き，話より事物を見せたほうが的確，迅速である．た

とえば，事故，災害，火災などでは，言葉より画像に

よる状況説明のほうが効果的である．また，障害者，

高齢者との共生社会では絵は意志伝達の主要な手

段の一つである．光ファジィ・ニューロンを用い絵で

会話ができるヒューマンフレンドリなコンピュータ，す

なわち「光感性コンピュータ」，あるいは「光ホロニッ

クコンピュータ」の装置構築を進めている． 
 

VII. 顔表情を用いた人間とコンピュータとの会話 

（鬼沢，1997） 
人間は主観性，あいまい性を持った情報をうまく処

理しているし，矛盾した行動をとる場合もある．人間

が中心となるシステムでは，主観性，あいまい性，状

況依存性という従来の科学が排除してきたものを考

慮する必要がある．顔が伝えるメッセージをコンピュ

ータも認識できるようになれば，例えば，機械と意識

せずに自然な形でコンピュータとの会話ができるよう

なシステムの開発などの期待が持てる． 
 

VIII. 感性的ヒューマンインタフェース 

（原島，1999-2003） 

コンピュータがいまや単なる計算機械ではなく人の

活動空間あるいは環境そのものとなっているとの認

識のもとに，そこで人がより快適に，かつより創造的

に活動できるように人間の感性にマッチしたヒューマ

ンインタフェースの開発を行う． 

 このような感性的ヒューマンインタフェース研究は，

単なるコンピュータモニター画面の見かけ上の設計

では不十分であり，人そのものの対話行動の研究か

ら，コンピュータによる人の感性的な創造活動の支

援に至るまで幅広く行う必要がある． 

 
IIXX..  感性を理解するコンピュータへの入力        

        
入入入入入入入入力力力力力力力力         顔表情顔表情顔表情顔表情＋＋＋＋＋＋＋＋感感感感感感感感情情情情情情情情，音声，手書き文字，マウス，

キーボード，発汗，脈拍 
 
１）顔の表情１）顔の表情１）顔の表情１）顔の表情    (吉成，1995)    
 
『顔』とは人間のさまざまな個人情報を凝縮し，現出

させたスクリーンであり，また内的な信号を外部に向

けて発信する伝達器官である．『顔』から読み取れる

個人情報量は少なくない．まず男か女かの性別が解

り，肌の張りや皺，額の広さなどを見れば年齢も見

当がつく．彫りの深さ，顔形，肌や目の色などは人種

や出身地を表し，親兄弟親族の遺伝をはめ込んだ

血縁の証明でもある．血色が悪ければ，貧血かもし

れないし，黄色かったら内臓疾患がある可能性もあ

る．目の下に隈があれば，心身の疲労が溜まってい

るか，徹夜明けかのどちらかだろう．吹き出物やソバ

カスは肌の健康状態のみならず，栄養状態や胃腸
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の調子まで示すから，己が己に出した危険信号でも

ある．『顔』の情報伝達は表面上のものに溜まらない．

自らの意思や喜怒哀楽の感情を表現し外部に伝え，

かつ受け取ることは『顔』の担う重要な役割だ．目や

口の動き，顔の筋肉や刻まれる皺，人の心持ちを

“表情”と呼ばれる信号として，相対する人に自分の

伝えたい情報を伝えていく．そして相手からの情報を

耳や目が捉え，匂いをかぎ，コミュニケーションに発

展していくのである． 
 
表情表出の特徴表情表出の特徴表情表出の特徴表情表出の特徴 表情の変化は，主に，眉，目，口，

頬にそれらの位置や角度の移動による歪みや皺とし

て表れる．これらの変化は顔面神経支配による表情

の緊張と弛緩によって表出され，特に目と口の周辺

に表れる．驚き，恐れ，怒り，嫌悪の感情が強いほど，

多くの表情筋が関与する結果，それだけで表情形式

も多くなり，程度も強くなる． 

 
映像入力による人間の表情と感情映像入力による人間の表情と感情映像入力による人間の表情と感情映像入力による人間の表情と感情    ‘笑い’と‘つくり

笑い’にみられる眉，目，口の縦横比の変化（時間的

な差異）を計測する33)． 
    

２）声（＋感情）２）声（＋感情）２）声（＋感情）２）声（＋感情）    

 
声が弾んでいたり，沈んでいたり，声が大きい（元

気），小さい（元気がない）ことで感情や体調の情報

が入る． 
 

３）手書き文字３）手書き文字３）手書き文字３）手書き文字 
 

文字から受ける人の印象（感性）は文字の形によっ

て異なる．一般的に文字評価には［きれい，きたな

い］といったあいまいな感性的評価がよく用いられ

る． 
 
４）マウスの操作４）マウスの操作４）マウスの操作４）マウスの操作    

 

コンピュータ利用状況（①誰が，②何時から同一画

面を見ているか）および学習状況（③指示にしたがっ

ているか，④解答が正しいかどうか）をすべてログ

（マウスのクリック回数・時間等）として記録する．例

えば，どのように学習してきたかをログとして蓄積し

評価に利用する24),30)． 

 
５）キーボードの操作５）キーボードの操作５）キーボードの操作５）キーボードの操作    

 

キーボードに発汗センサなどを取り付けることにより

操作時の状況をみることができる． 

 

６）脈拍６）脈拍６）脈拍６）脈拍    

 

手首に脈拍センサ． 

 
XI.XI.XI.XI.    感性を理解するコンピュータの出力 

 
出出出出出出出出力力力力力力力力         色・配色色・配色色・配色色・配色・照明・照明・照明・照明，映像，音声・音楽，香り，触覚 
 
１）色彩で何ができるか１）色彩で何ができるか１）色彩で何ができるか１）色彩で何ができるか    
 
生活のなかの色は心身に作用する生活のなかの色は心身に作用する生活のなかの色は心身に作用する生活のなかの色は心身に作用する（野田，2002） 
「色」は人の気持ちを変えたり，健康に影響する働き

をもっている． 
恋する女性がピンクを好んだり，憂うつな気分をブ

ルーといったりするように，私たちは日常生活の中で

意識しているかどうかにかかわらず，いろいろな色か

ら影響を受けている． 
人間の五感の中で色ほど情緒と深いかかわりをも

っているものはない．情緒的な色，冷たい色，食欲を

そそる色，イライラを感じさせる色など，色はその

時々の心理状態や感情をつくり出す，大きなファクタ

ーになる． 
色は身体にも影響を与える．光の当たらない暗い

部屋に長くいると，情緒をも失い，健康にも悪影響を

与える．しかし，心にピンク色をイメージすると元気に

なるといわれている． 
最近の研究では，色の光線は，目が見えない人に

も影響を与えることが分かってきた．たとえば，青色

は血圧を下げたり，脳の活動を抑えたりし，逆に赤

色は血圧を上げたり，脈拍を速めたりする．また，ピ

ンク色は人の気持ちをなごませる作用をもっている．

壁の色を明るい青と黄色にすると，学習意欲がより

向上するといわれている． 
 

・ 心身ともに刺激を与える｢赤赤赤赤｣ 
・ 元気出て，食欲そそる「オレンジオレンジオレンジオレンジ」 
・ 集中力や学習意欲高める｢黄黄黄黄｣ 
・ ｢緑緑緑緑｣で心身のリラックスを 
・ ｢青青青青｣は冷静な気持ちに 
・ ｢紫紫紫紫｣は身体を休めるところに 
・ 空虚な心の救済役｢マゼンタマゼンタマゼンタマゼンタ｣ ← 赤紫 
・ 気持ちを穏やかにさせる｢ピンクピンクピンクピンク｣ 

 
 
２）色からそのイメージが分かるか２）色からそのイメージが分かるか２）色からそのイメージが分かるか２）色からそのイメージが分かるか 
 

人間が色を見分ける能力は優れており，数千以上の

色を見分けているといわれている．しかし，イメージ

はもう少し“あいまいな”ものといえるが，これらはあ
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る程度共通した色彩とイメージの関係5)がある．そこ

で，日本色彩研究所がまとめたイメージの異なる１０

０色を用いてこれら以外の色彩から受ける１６種類

のイメージ表現もできるようにシステムを作ることに

よって色のイメージを求めることができる21)． 
 

３）色の順で受ける感じが違う３）色の順で受ける感じが違う３）色の順で受ける感じが違う３）色の順で受ける感じが違うかかかか    

 
人は虹色26)を自然と感じる．被験者に数種類の色彩

系列の提示を行い，その色彩変化の影響を調べて

いる．実験は色の三原色であるＲ(赤)Ｇ(緑)Ｂ(青)の

色立体中でランダムに数種類の色を選び，変化させ

た．またもう１つは最短距離を算出することによって

色の急激な変化をできるだけ少なくした（これは虹色

の順番に近い）．色彩系列をディスプレイで見せると，

色彩感覚に差が現れ，虹色順では形容する表現17)

は｢自然な｣であり，ランダム順では｢不自然な｣で表

現できることが分かった32),36-38)． 

 

 
 

虹色虹色虹色虹色（（（（波長波長波長波長））））の順番の順番の順番の順番16) 
Wooten and Miller (1997) 

色相の順に並んでいる． これは虹色の順： 

   violet  (400-430nm) = purple blue 

   indigo  (440-460nm) = dull blue 

   blue  (470nm) 

   green  (505nm) 

   yellow (575nm) 

   orange (590-620nm) = yellow red 

   red  (>630nm) 

によく似ていて，色彩感覚の｢自然｣と関係があると

考えられる．最短距離の順番は虹色の順か． 
 
４）４）４）４）色に名前を付ける色に名前を付ける色に名前を付ける色に名前を付ける 
 
色の名前を教えてくれる⇒視覚障害者19)の手助け 
 
日常生活のなかで，私たちが色を人に伝えたり，
記録したりするときに色名を使う．色名を客観的
に表現することは難しい．ところが色は「色あい」
「明るさ」「あざやかさ」で表現できるので系統
色名（分類色名）という，形容詞をならべて簡単
に表す方法がある．この形容詞を扱うのはファジ
ィの得意とするところであいまいさを表現した
り，これを処理することができる．あいまいな情
報であっても名前を決めることができる． 
 
絵から特徴色キーワードの抽出⇒ 

感性語のニュアンスの違いを定量的に表現すれば，

芸術や文学の分野の情報検索や作品の評価にも役

立つ（磯本，199X）．⇒絵の名前・作者がわからなく

ても特徴色をキーワードとして検索ができる．‘あ-あ

の・・・赤いつぼのある絵’ というと「無修飾の赤＋グ

レード（0.76）」と「壷」がキーワードとなる． 

    
５）映像５）映像５）映像５）映像        
    
気持ちを癒す花・動物・絵画を映し出す    
    
６）音声・音楽６）音声・音楽６）音声・音楽６）音声・音楽        
    
感情にあった音声・音楽（BGM）    
    
７）匂い・香り７）匂い・香り７）匂い・香り７）匂い・香り    
    
８）触覚ディスプレイ８）触覚ディスプレイ８）触覚ディスプレイ８）触覚ディスプレイ 39)        
    
視覚障害者の手助け 
 
９）音と光９）音と光９）音と光９）音と光    

 
音や光より音＋光 1,2)で集中する． 
 

X. まとめ 
 
人間の感性を理解するコンピュータについて考えて

きた．ここで，特に重要な入力は個人の顔画像 6)（感

情をもった表情）であり，出力は色彩や配色（照明）

である．他にも必要になるかもしれない．将来，感性

をコンピュータに与えて，人間に近いコンピュータを

つくることも重要であるが，今は人を癒すことのでき

るコンピュータをつくるべきである．自分のコンピュー

タに体調を管理させるたり，感情をコントロールでき

ない子供やリストラにあったときに大人が自殺しない

ようにするカウンセリング 42)もできるコンピュータがあ

ればと思う． 

 

人間を癒すコンピュータ人間を癒すコンピュータ人間を癒すコンピュータ人間を癒すコンピュータ    
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